倫理規程について

評価機関は、富山県福祉サービス第三者評価機関認証要綱に定める倫理規程を策定する必要があります。なお、この規定は守秘義務に関する規程と一本化してもかまいません。下記は、策定に当たって、盛り込んでいただきたい内容です。
1． 評価機関及び第三者評価実施にあたって評価機関から協力依頼や一部の業務委託を受けた者は、第三者評価を実施する際、利用者及びその家族に調査協力を強いることのないよう、利用者及びその家族の意思に十分に配慮し、人権を尊重すること。

2． 評価機関は、当該第三者評価に関する問い合わせや苦情に対応する窓口を設け、サービス事業者、サービス利用者及びその家族等に周知すること。

　※上記の内容は、サービス事業者との第三者評価実施契約書においても盛り込んでいただきたいものです。


倫理に関する規程（準則）
第1条 客観的で公平な立場を堅持し、厳正な評価を行う。 　 
第２条　業務を利用して、契約した料金以外を請求しない。 　 
第３条　評価に際し、取り決めた事項は、確実に守り実行する。 　
第４条　利用者へのヒアリングをする際は、利用者に調査協力を強いることがないように、十分に配慮し、人権を尊重する。 　 　 
第5条 評価に際しては、相互に協力して業務を遂行する。

第６条　当該第三者評価に関する問い合わせや苦情に対応する窓口を設け、サービス事業者、サービス利用者及びその家族等に周知する。

附則　本規程は平成　　年　　月　　日から施行する。
